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９月定例会の議案等……P2 ～ P3

各委員会報告……………P3

令和元年度決算の認定…P4 ～ P5

一般質問…………………P6 ～ P11

夏休み明け順次、全
ての小・中・義務教
育学校に足踏み式ア
ルコール噴霧器が設
置されました。
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７月臨時会の経過７月臨時会の経過

種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果
　【市長提出】

議案 第７９号 令和２年度新庄市一般会計補正予算（第６号） 可決

９月定例会で審議された議案等
種類 番　号 件　　　　　　　　　　名 結果

　【市長提出】

報告
第７号 一般財団法人新庄市体育協会の経営状況の報告について 了承
第８号 新庄市土地開発公社の経営状況の報告について 了承
第９号 令和元年度新庄市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 了承

諮問
第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意
第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意
第４号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 同意

議案

第８０号 令和元年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定
第８１号 令和元年度新庄市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
第８２号 令和元年度新庄市交通災害共済事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
第８３号 令和元年度新庄市公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
第８４号 令和元年度新庄市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
第８５号 令和元年度新庄市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
第８６号 令和元年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
第８７号 令和元年度新庄市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 可決・認定
第８８号 令和２年度新庄市一般会計補正予算（第７号） 可決
第８９号 令和２年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 可決
第９０号 令和２年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 可決
第９１号 令和２年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 可決
第９２号 令和２年度新庄市水道事業会計補正予算（第２号） 可決
第９３号 令和２年度新庄市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決
第９４号 新庄市教育委員会委員の任命について 同意
第９５号 和解及び損害賠償の額の決定について 可決
第９６号 金山町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 可決
第９７号 最上町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 可決
第９８号 舟形町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 可決
第９９号 真室川町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 可決
第１００号 大蔵村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 可決
第１０１号 鮭川村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 可決
第１０２号 戸沢村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 可決
第１０３号 市道路線の認定及び廃止について 可決

　【議員提出】

議会案 第４号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の
確保を求める意見書の提出について 可決

９月定例会の経過９月定例会の経過
　令和２年９月定例会の初日、報告３件を了承、人事案件４件に同意、議案１件を可決した。最終日には、令和
元年度各会計決算８件を認定し、新庄最上定住自立圏の形成の協定の変更及び令和２年度補正予算など14件を可
決し、新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の
提出についての議会案を可決し、閉会した。

チョイス

７月臨時会で審議された議案

　県、国の補正及び市独自事業に伴う補正予算１件を可決し閉会した。
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常
任
委
員
会

議案に対する議員の賛否

会　　　派　　　名 市民・公明クラブ 起新の会 絆の会 勁草21
会派に
属さな
い議員 採

決
結
果

議案等
番　 号

山
科　

正
仁

小
野　

周
一

髙
橋
富
美
子

佐
藤　

卓
也

佐
藤　

文
一

石
川　

正
志

小
嶋　

冨
弥

山
科　

春
美

庄
司　

里
香

奥
山　

省
三

新
田　

道
尋

下
山　

准
一

今
田　

浩
徳

押
切　

明
弘

八
鍬　

長
一

叶
内　

恵
子

佐
藤　

悦
子

議　案
第80号

令和元年度新庄市一般会計歳入歳出決
算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ● ● 可決

議　案
第86号

令和元年度新庄市後期高齢者医療事業
特別会計歳入歳出決算の認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ● 可決

◦議長は採決に参加しません。
◦原案のとおり採決することについての賛否をはかっています。（新庄市議会会議規則第７０条：可をもって諮ることを原則）

賛否の分かれた議案等をお知らせします。　　○ → 賛成　　● → 反対

　

９
月
９
日
（
定
例
会
初
日
）

に
同
意
さ
れ
た
人
事
案
件
４
件

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
◎
人
権
擁
護
委
員

　
　
　

柏
倉　

政　

氏

　
　
　

髙
橋　

正
彦　

氏

　
　
　

加
藤　

岩
雄　

氏

　
　
　
◎
教
育
委
員
会
委
員

　
　
　

栗
田　

正
人　

氏

人 事 案 件

チ
ョ
イ
ス

議
会
案
第
４
号
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る

　
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
世
界
的
に
蔓
延
し
、
わ
が

国
は
戦
後
最
大
の
経
済
危
機
に

直
面
し
て
い
る
。
地
域
経
済
に

も
大
き
な
影
響
が
及
び
、
本
年

度
は
も
と
よ
り
来
年
度
に
お
い

て
も
地
方
税
、
地
方
交
付
税
な

ど
一
般
財
源
の
激
減
が
避
け
が

た
く
な
っ
て
い
る
。
医
療
・
介

護
・
子
育
て
、
地
域
の
防
災
・

減
災
、
雇
用
の
確
保
な
ど
喫
緊

の
財
政
需
要
へ
の
対
応
を
は
じ

め
、
長
期
化
す
る
感
染
症
対
策

に
迫
ら
れ
、
地
方
財
政
は
巨
額

の
財
政
不
足
を
生
じ
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
厳
し
い
状
況
に
陥
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
令

和
３
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び

地
方
税
制
改
正
に
向
け
た
施
策

を
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
意
見
書
を
国
へ
提
出
い
た

し
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
全
委
員
出
席
の
も
と
総
務
文
教

常
任
委
員
会
を
開
催
し
た
。
当
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案
７
件
で
あ
る
。

　

議
案
第
96
号
か
ら
、
議
案
第
１
０
２
号

ま
で
「（
金
山
町
・
最
上
町
・
舟
形
町
・
真

室
川
町
・
大
蔵
村
・
鮭
川
村
・
戸
沢
村
）
と

の
新
庄
最
上
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る

協
定
の
変
更
に
つ
い
て
」
を
全
員
異
議
な
く

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

　

９
月
15
日
全
委
員
出
席
の
も
と
産
業
厚
生

常
任
委
員
会
を
開
催
し
た
。
当
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案
１
件
で
あ
る
。

　

議
案
第
１
０
３
号
「
市
道
路
線
の
認
定
及

び
廃
止
に
つ
い
て
」
を
全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。

各
常
任
委
員
会
の
報
告

各
常
任
委
員
会
の
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　

7
月
28
日
の
大
雨
に
よ
る
最
上
川
水
害
は

人
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、
本
合
海
・
畑は
た

地

区
で
は
家
屋
浸
水
16
件
、
農
地
冠
水
54
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
及
ぶ
大
き
な
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

暑
さ
が
続
く
８
月
４
日
、
常
任
委
員
全
員

が
参
加
し
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
畑は
た

地
区
と

元も
と
は
た畑
の
農
業
被
害
に
つ
い
て
現
地
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

現
地
の
被
害
は
想
像
を
遥
か
に
超
え
る
も

の
で
か
つ
て
な
い
水
位
と
水
圧
に
よ
る
洪
水

被
害
の
破
壊
力
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
最
上
川
水
害
は
８
月
28
日
、
激
甚
災

害
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
早
い
復
旧
対
策
を

望
む
と
こ
ろ
で
す
。

水
害
被
害
地
視
察
報
告

水
害
被
害
地
視
察
報
告
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議案第８０号令和元年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について議案第８０号令和元年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について
　９月１６・１７日の決算特別委員会において、一般会計については、１７日に反対　 討論１件がありましたが、
採決の結果、賛成多数で認定すべきものと決し、９月２４日本会議において賛成多数　 で認定されました。

決算特別委員会
の審査から

決算特別委員会
の審査から 市のお財布チェック!!

Ｑ
．
市
税
に
対
す
る
固
定
資
産
税
及
び
都

市
計
画
税
の
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。
ま

た
、
こ
の
税
収
を
増
や
す
方
策
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。 

Ａ
．
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
が
市

税
に
占
め
る
割
合
は
約
50
％
で
あ
る
。

　

農
業
用
地
は
税
額
が
低
く
宅
地
に
な
る

と
高
く
な
る
た
め
、
宅
地
造
成
や
家
屋
の

新
築
等
の
開
発
が
進
む
と
税
収
が
増
す
と

考
え
て
い
る
が
、
開
発
は
景
気
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｑ
．
保
育
所
入
所
負
担
金
及
び
学
童
保
育

負
担
金
に
収
入
未
済
額
と
滞
納
金
が
あ
り
、

公
平
性
か
ら
も
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
の
か
。

Ａ
．
令
和
元
年
度
の
保
育
所
入
所
負
担
金

の
収
納
率
は
現
年
度
分
が
98
・
58
％
、
滞

納
繰
越
分
は
21
・
81
％
と
両
方
と
も
昨
年

度
よ
り
も
上
が
っ
て
い
る
。
一
方
、
児
童

館
等
使
用
料
、
学
童
保
育
負
担
金
、
延
長

保
育
事
業
負
担
金
の
収
納
率
は
昨
年
度
よ

り
下
が
っ
た
。
現
在
は
書
面
及
び
電
話
で

の
督
促
、
催
告
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

口
振
不
能
や
未
納
な
ど
に
迅
速
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。

一
　
般
　
会
　
計

一
　
般
　
会
　
計

【
歳
入
】

【
歳
入
】

Ｑ
．
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
に
つ
い
て
寄

附
の
件
数
と
人
気
の
返
礼
品
に
つ
い
て
伺

う
。
ま
た
、
今
後
ど
の
様
な
方
向
性
を
も

っ
て
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

Ａ
．
寄
附
件
数
２
８
，
８
７
９
件
、
３
億

６
，
３
３
６
万
円
の
寄
附
が
あ
っ
た
。

　

返
礼
品
は
米
、
牛
肉
等
が
人
気
で
特
に

米
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
非
常
に
人

気
が
あ
る
。
内
訳
は
、
１
位
の
米
は
全
体

の
67
％
、
２
億
４
０
０
０
万
円
以
上
を
占

め
た
。
続
く
２
位
は
牛
肉
で
20
％
、
３
位

は
革
細
工
で
３
・
６
％
、
４
位
は
惣
菜
・

野
菜
で
２
・
８
％
、
５
位
は
畜
産
で
１
・

19
％
と
な
る
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
工
業
製

品
の
返
礼
品
を
増
や
し
た
り
、
墓
掃
除
代

行
サ
ー
ビ
ス
も
取
り
扱
い
始
め
た
。
米
に

つ
い
て
は
、
続
く
コ
ロ
ナ
禍
と
自
宅
待
機

の
影
響
で
人
気
が
続
い
て
い
る
。
人
気
の

あ
る
返
礼
品
が
あ
れ
ば
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増

え
る
の
で
、
返
礼
品
の
開
発
に
つ
い
て
は

随
時
研
究
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
．
電
通
派
遣
研
修
事
業
が
９
年
目
と
な

る
が
市
行
政
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る

の
か
。
又
、
10
年
を
目
途
に
一
旦
見
直
す

べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

Ａ
．（
株
）電
通
派
遣
研
修
で
は
、
前
期
に

基
本
研
修
、
後
期
に
各
部
署
に
配
置
さ
れ

て
体
験
研
修
を
行
う
他
、
年
間
を
通
し
て

テ
ー
マ
を
決
め
自
主
提
案
を
行
う
た
め
の

研
修
を
行
い
、
そ
の
報
告
会
を
毎
年
職
員

向
け
に
実
施
し
て
い
る
。
派
遣
経
験
者
は
、

キ
ト
キ
ト
マ
ル
シ
ェ
の
立
ち
上
げ
や
市
総

合
計
画
の
策
定
、
広
報
の
作
成
な
ど
に
そ

の
成
果
を
活
か
し
て
い
る
。
毎
年
受
け
入

れ
て
も
ら
っ
て
る
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て

お
り
、
来
年
度
に
つ
い
て
も
派
遣
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
交
付
実
績
44
件
と
あ
る
が
、
具
体
的

内
容
と
成
果
を
伺
う
。 

Ａ
．
若
者
世
帯
住
宅
取
得
助
成
金
を
交
付

さ
れ
た
人
数
は
１
８
３
人
、
内
、
移
住
世

帯
は
５
件
21
人
で
あ
り
、
内
訳
は
最
上
郡

内
か
ら
が
２
件
、
県
内
か
ら
２
件
、
県
外

か
ら
１
件
で
あ
る
。
市
の
人
口
増
加
に
効

果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

Ｑ
．
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金
は
、
ど
う

い
う
形
で
治
療
費
が
助
成
さ
れ
て
い
る
の

か
。

Ａ
．
特
定
不
妊
治
療
費
か
ら
県
の
補
助
金

を
差
し
引
い
た
額
に
つ
い
て
上
限
10
万
円
、

回
数
は
無
制
限
と
い
う
形
で
助
成
し
て
い

る
。
昨
年
度
は
延
べ
人
数
で
20
人
の
利
用

実
績
が
あ
っ
た
。

保
育
所
入
所
負
担
金

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

若
者
世
帯
住
宅
取
得
助
成
金

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
金

職
員
研
修
事
業
費

【
歳
出
】

【
歳
出
】

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
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議案第８０号令和元年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について議案第８０号令和元年度新庄市一般会計歳入歳出決算の認定について
　９月１６・１７日の決算特別委員会において、一般会計については、１７日に反対　 討論１件がありましたが、
採決の結果、賛成多数で認定すべきものと決し、９月２４日本会議において賛成多数　 で認定されました。

決算特別委員会
の審査から

決算特別委員会
の審査から 市のお財布チェック!!

Ｑ
．
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
実
施
要
綱
に
関

す
る
空
き
家
等
調
査
業
務
委
託
料
に
つ
い

て
調
査
内
容
や
結
果
、
そ
し
て
こ
れ
ま
で

の
登
録
数
等
の
成
果
を
伺
う
。

Ａ
．
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
際
に
必

要
な
間
取
り
、
周
辺
の
生
活
関
連
施
設
の

状
況
、
写
真
撮
影
、
登
録
す
る
際
に
持
ち

主
が
参
考
に
す
る
客
観
的
な
価
格
等
を
調

査
す
る
。
一
昨
年
に
調
査
し
た
結
果
、
市

内
の
空
き
家
件
数
は
約
５
６
０
件
、
こ
の

中
で
現
在
８
件
が
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
空
き
家
バ
ン
ク

に
47
件
の
登
録
が
あ
り
、
う
ち
、
空
き
家

バ
ン
ク
を
通
し
て
の
空
き
家
状
態
の
解
消

は
17
件
で
あ
っ
た
。

Ｑ
．
重
文
旧
矢
作
家
住
宅
は
昨
年
度
９
６

０
人
の
見
学
者
が
あ
っ
た
が
、
い
ま
だ
に

屋
根
を
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
覆
っ
て
い
る
。

修
繕
費
３
１
２
万
５
千
円
を
補
正
し
、
何

を
修
繕
し
た
の
か
。

Ａ
．
重
文
旧
矢
作
家
住
宅
の
屋
根
の
部
分

は
か
や
屋
根
で
、
以
前
は
差
し
が
や
を
し

て
い
た
が
こ
こ
数
年
で
き
ず
、
劣
化
が
進

ん
で
い
た
た
め
、
今
後
の
屋
根
の
改
修
に

向
け
て
こ
れ
以
上
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
修

繕
と
し
て
屋
根
に
防
炎
シ
ー
ト
を
張
っ
た
。

Ｑ
．
看
護
師
養
成
所
建
設
用
地
と
し
て
取

得
し
た
用
地
は
市
の
普
通
財
産
と
し
て
管

理
し
て
い
る
が
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ
．
看
護
師
養
成
所
建
設
用
地
と
し
て
取

得
し
た
用
地
の
新
た
な
行
政
目
的
を
ど
の

よ
う
に
す
る
か
は
、
現
在
庁
内
で
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
目
的
が
は

っ
き
り
と
し
た
時
点
で
行
政
財
産
と
な
る
。

行
政
目
的
が
な
い
場
合
は
処
分
と
い
う
方

向
性
も
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
．
現
年
課
税
分
と
滞
納
繰
越
分
を
合
計

す
る
と
収
納
率
は
77
・
３
％
と
低
く
な
る
。

財
源
確
保
、
税
負
担
の
公
平
性
に
そ
ぐ
わ

な
い
の
で
は
な
い
の
か
。 

Ａ
．
滞
納
す
る
と
現
年
度
分
と
過
年
度
分

の
両
方
を
納
め
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
り

負
担
が
増
す
た
め
、
現
年
度
分
を
優
先
し

て
納
め
て
も
ら
う
よ
う
な
滞
納
整
理
を
行

っ
て
い
る
。
滞
納
す
る
方
は
年
間
所
得
が

１
０
０
万
円
未
満
の
方
が
42
％
を
占
め
て

い
る
。
収
入
が
低
い
方
が
納
め
き
れ
ず
に

滞
納
す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

Ｑ
．
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待
機
者
は

何
人
か
。
不
足
は
し
て
い
な
い
の
か
。

Ａ
．
現
在
の
待
機
者
は
集
計
中
で
あ
り
、

回
答
で
き
な
い
が
、
令
和
元
年
度
の
要
介

護
３
か
ら
５
の
待
機
者
数
は
82
人
、
う
ち

在
宅
で
の
待
機
者
数
が
23
人
。
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る

が
、
担
い
手
と
な
る
介
護
職
員
は
減
少
し

て
い
る
。
新
た
な
施
設
を
整
備
す
る
と
介

護
保
険
料
の
負
担
が
増
え
る
の
で
、
待
機

状
況
を
見
極
め
な
が
ら
次
期
計
画
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
有
効
活
用
事
業
費

重
文
旧
矢
作
家
住
宅
管
理
事
業
費

土
地
開
発
基
金

国
民
健
康
保
険
税

国
保
特
別
会
計

国
保
特
別
会
計

【
歳
入
】

【
歳
入
】

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

【
歳
出
】

【
歳
出
】

議
会
報
告
会
中
止
の

議
会
報
告
会
中
止
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　

新
庄
市
議
会
で
は
、「
市
民
に
開
か
れ

た
議
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
議
会
が
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、
例
年
11
月
に
は
９
月
議
会
の
報
告
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

11
月
に
開
催
予
定
と
し
て
お
り
ま
し
た

議
会
報
告
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
度

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。
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一般質問とは、議員が市政全般のこと
について、執行部に質問することです。

一般質問って何？

山科　正仁
　１．コロナ禍における支援について
　２．各地区の要望について　３．教育環境について
小野　周一
　１．市立保育所の改築整備について
　２．持続化給付金について
　３．北辰小学校の跡地利用について
　４．豪雨被害の対応について
今田　浩徳
　１．専門職大学との連携と支援について市はどのよ
　　　うに考えているのか
山科　春美
　１．マイナンバー制度について
　２．生涯現役社会の実現について
佐藤　卓也
　１．観光振興について
　２．健康づくりについて
小嶋　冨弥
　１．コロナウイルス禍について
　２．旧最上中部牧場について

庄司　里香
　１．新型コロナウイルス感染症拡大の影響による家庭の収
　　　入減少について
　２．リサイクル事業について
髙橋　富美子
　１．コロナ対応地方創生臨時交付金の活用について
　２．防災意識の向上について
　３．読書環境の整備について
　４．防災無線個別受信機の配備について
　５．市民が手軽に通報できるサービスの導入について
　６．小中学校でストレスを学ぶ授業について
叶内　恵子
　１．食育・地産地消の取り組みについて
八鍬　長一
　１．市民サービスの担い手は職員　職員採用計画は市民ニ
　　　ーズに合っているか
　２．畑（はた）集落を例に集落再生の課題を問う
佐藤　悦子
　１．新型コロナ感染拡大を抑えるために
　２．新型コロナ感染拡大の中で、市民の生活を守るために

９月定例会一般質問の質問者と質問事項

　一般質問は、９月10日と11日の２日間、
11名の議員が行いました。	 	
　質問の項目及び要旨は、質問者の通告原稿
に基づき掲載しています。

ものもの申申すす!!

◎
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
支
援
に
つ

い
て

今
ま
で
の
支
援
策
の
検
証
と
財
政

へ
の
影
響
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン
開
発

後
の
市
民
へ
の
対
応
方
針
を
伺
う
。

市
長　

市
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
拡
大
に
よ
り
影
響
を
受
け
た

市
民
生
活
等
を
支
援
す
る
た
め

様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

例
え
ば
、
山
形
牛
の
ふ
る
さ
と
地

産
地
消
拡
大
事
業
で
は
消
費
拡
大

に
繋
が
る
等
の
効
果
が
あ
り
、
ひ

と
り
親
家
庭
等
臨
時
特
別
給
付
金

支
給
事
業
で
は
低
所
得
者
の
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
た
。

商
工
観
光
支
援
は
、
事
業
終
了
後

に
効
果
検
証
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

財
政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
国

の
交
付
金
な
ど
を
効
果
的
に
活
用

す
る
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
後

は
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き

接
種
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
市
民

が
安
全
に
接
種
で
き
る
よ
う
、
今

後
医
師
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

◎
教
育
環
境
に
つ
い
て

Ｉ※
　

Ｃ
Ｔ
化
推
進
に
よ
る
学
習
環
境
変
化
に

よ
り
生
ず
る
可
能
性
の
あ
る
児
童
生
徒
の

学
力
格
差
予
防
策
お
よ
び
教
職
員
の
働
き

方
改
革
に
有
効
な
定
員
改
善
を
図
る
こ
と

を
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
か
を
伺
う
。

教
育
長　

Ｇ※
　

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基

づ
き
整
備
す
る
端
末
は
、
学
校
で
保
管

し
通
常
授
業
で
の
活
用
を
想
定
し
て
い
る
。

緊
急
時
に
は
児
童
生
徒
に
端
末
を
貸
し
出

し
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
を
行
う
方
法
が
考
え

ら
れ
る
が
、
家
庭
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
介
し
た
学
習
活
動
が
困
難
な
児
童
生
徒

も
お
り
、
教
育
環
境
に
格
差
が
生
じ
な
い

手
法
を
検
討
す
る
。
引
き
続
き
、
教
育
委

員
会
と
し
て
も
児
童
生
徒
の
学
力
格
差
が

生
じ
な
い
よ
う
支
援
す
る
。
教
職
員
の
働

き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
学
校
業
務
の
見

直
し
等
を
依
頼
し
て
き
た
。
今
後
も
教
職

員
が
効
果
的
な
学
習
活
動
を
行
え
る
よ
う

支
援
し
て
い
く
。

コロナ禍と市財政

山 科 正 仁　議員

※ＩＣＴ…… information and communication technology
　の略で情報通信技術の意味。
※GIGAスクール構想 …… 小・中・義務教育学校に児童
　生徒1人1台の情報端末と高速大容量の情報通信ネット
　ワークを一体的に整備し、公正に個別最適化された学
　びを全国の学校現場で持続的に実現させるという構想。
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◎
令
和
５
年
４
月
開
学
の
専
門
職

大
学
へ
の
支
援
と
し
て
、
住
環
境

と
通
学
の
た
め
の
公
共
交
通
整
備

が
課
題
と
考
え
る
が
市
の
対
応
を

伺
う
。

市
長　

今
年
７
月
、
最
上
総
合
支

庁
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
、
最
上
８

市
町
村
、
管
内
農
林
業
関
係
団
体

で
構
成
さ
れ
る
「
最
上
地
域
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
が
設
置

さ
れ
、
学
生
の
住
環
境
、
交
通
手

段
等
に
つ
い
て
協
議
が
始
ま
っ
た
。

ま
ず
住
環
境
対
策
に
つ
い
て
、
市

内
に
は
学
生
向
け
の
単
身
世
帯
用

の
物
件
が
少
な
い
が
、
学
生
が
住

め
る
間
取
り
の
物
件
の
建
築
が
進

む
の
で
は
と
の
見
方
も
あ
り
、
民

間
の
活
力
に
期
待
を
寄
せ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
通
学
・
通
勤

に
つ
い
て
は
、
必
要
な
時
間
帯
で

の
バ
ス
の
運
行
等
の
必
要
性
も
出

て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
状
況
を

見
な
が
ら
協
議
、
検
討
し
た
い
。

◎
当
市
の
農
業
振
興
に
大
き
な
影

◎
老
朽
化
し
た
市
立
保
育
所
は
計

画
的
か
つ
応
急
的
な
修
繕
で
管
理

さ
れ
て
お
り
早
急
に
安
全
、
安
心

な
保
育
環
境
の
整
備
を
政
策
的
に

判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

整
備
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

公
立
保
育
所
２
所
の
整
備

の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

庁
内
に
公
立
保
育
所
整
備
計
画
策

定
委
員
会
を
設
置
し
、
施
設
の
状

況
、
今
後
の
未
就
学
児
童
数
の
推

移
、
保
育
の
需
要
、
保
育
の
エ
リ

ア
等
を
検
討
し
、
そ
の
上
で
整
備

の
優
先
順
位
や
建
て
替
え
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
等
を
示
し
た
公
立
保
育
所

整
備
計
画
を
策
定
す
る
考
え
で
あ

る
。
ま
た
、
整
備
の
方
向
性
は
策

定
委
員
会
の
中
で
検
討
す
る
予
定

だ
が
、
仮
に
土
地
の
取
得
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
候
補
地

の
選
定
、
議
会
の
承
認
を
経
て
購

入
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
、
着

工
と
進
む
と
思
わ
れ
る
。
で
き
る

限
り
早
い
時
期
に
着
手
し
た
い
。

響
を
及
ぼ
す
で
あ
ろ
う
専
門
職
大
学
と
の

連
携
を
多
角
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き

と
思
う
が
市
の
考
え
を
伺
う
。

市
長　

専
門
職
大
学
に
は
、
新
庄
・
最
上

地
域
の
農
林
業
の
振
興
に
向
け
、
他
地
域

と
差
別
化
で
き
る
よ
う
な
、
地
元
の
特
徴

を
活
か
し
た
特
産
品
の
研
究
開
発
に
つ
い

て
力
を
お
借
り
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
地
元
か
ら
進
学
、
就
農
す
る
方
が
増

え
れ
ば
、
本
市
の
農
業
振
興
に
も
繋
が
る

の
で
、
卒
業
後
の
就
農
支
援
も
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、

専
門
職
大
学
と
連
携
し
た
地
域
振
興
策
も

検
討
す
る
予
定
な
の
で
、
市
民
参
画
型
の

連
携
も
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
様
々
な
検
討
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
だ
が
、
多
く
の
学
生
に
地
域
と
の
交

流
の
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
支
援
す
る
こ
と
が

地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。

◎
北
辰
学
区
学
校
づ
く
り
協
議
会
よ
り
地

区
住
民
の
避
難
場
所
と
し
て
体
育
館
を
残

し
て
欲
し
い
と
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て

い
る
。
教
育
委
員
会
と
し
て
の
校
舎
の
跡

地
利
用
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

現
在
、
要
望
内
容
に
で
き
る
限

り
答
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い

る
。
北
辰
学
区
学
校
づ
く
り
協
議
会
は
学

校
が
閉
校
し
て
し
ま
う
と
な
く
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
組
織
が
あ
る
う
ち
に
、
全
て

と
は
い
か
な
い
と
思
う
が
方
向
性
を
示
し

た
い
。
体
育
館
を
残
す
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
、
こ
の
要
望
の
内
容
と
現
在
の
北
辰

小
学
校
を
取
り
巻
く
状
況
か
ら
考
え
て
も
、

残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

と
考
え
て
い
る
。
今
後
全
庁
的
な
検
討
に

入
る
が
、
基
本
的
に
は
体
育
館
を
残
し
た

形
で
の
、
ど
う
い
う
活
用
か
と
い
う
と
こ

ろ
が
ポ
イ
ン
ト
の
検
討
に
な
る
と
考
え
て

い
る
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

一般質問

専門職大学との連携と支援について

老朽化した市立保育所の整備について

今 田 浩 徳　議員

小 野 周 一　議員

 中部保育所 中部保育所

 建設予定地 建設予定地



8R2.11.12

一般質問

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

率
は
全
国
的
に
低
い
よ
う
だ
が
、

当
市
に
お
け
る
カ
ー
ド
の
普
及
状

況
や
利
活
用
の
範
囲
に
つ
い
て
ど

う
考
え
る
か
。
ま
た
、
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
伺
う
。

市
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

本
市
で
の
交
付
件
数
は
、
７
月
末

日
現
在
で
４
３
２
７
枚
、
取
得
率

は
12
％
で
あ
る
。
交
付
件
数
は
増

加
し
て
お
り
、
来
年
３
月
か
ら
は

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
開
始
予

定
の
た
め
、
徐
々
に
普
及
す
る
だ

ろ
う
。
な
お
、
市
民
課
の
窓
口
で

は
本
人
確
認
の
で
き
る
身
分
証
明

書
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
住
民

の
メ
リ
ッ
ト
は
、
電
子
証
明
書
を

利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
一

部
可
能
に
な
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
の
み
の
制
度
の
場
合
、
申
請
方

法
の
理
解
に
時
間
が
か
か
る
場
合

が
あ
る
等
で
あ
る
。
今
後
も
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
万
全
を
期

◎
新
庄
市
に
は
、
沢
山
の
地
域
資

源
が
多
く
あ
り
、
そ
の
１
つ
に
陣

峰
市
民
の
森
が
あ
る
。
市
民
の
方

へ
の
認
知
度
や
利
用
者
向
上
へ
の

取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　

陣
峰
市
民
の
森
は
、
芝
生

広
場
や
ひ
ょ
う
た
ん
池
、
陣
峰
ラ

イ
ン
を
含
む
歩
道
が
あ
り
、
山
頂

の
陣
ケ
峯
で
は
鳥
海
山
、
月
山
は

も
と
よ
り
市
内
を
展
望
で
き
る
が
、

近
年
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
農
林
事
業
で

は
中
学
生
に
森
林
学
習
等
を
開
催

し
て
お
り
、
施
設
が
常
に
良
好
な

状
態
で
利
用
で
き
る
よ
う
環
境
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
よ
り

多
く
の
方
々
に
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、
情
報
発
信
や
活
用
方
法
に

つ
い
て
観
光
部
門
と
連
携
し
て
取

り
組
み
た
い
。

教
育
長　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
、

自
然
と
触
れ
合
う
こ
と
は
非
常
に

大
事
で
あ
り
、
市
内
の
資
源
を
知

り
地
域
で
自
然
に
親
し
む
こ
と
は

す
と
と
も
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
適
切
な

取
り
扱
い
に
努
め
て
い
く
。

◎
「
高
齢
者
の
通
院
・
買
い
物
支
援
と
雪

処
理
に
関
す
る
意
向
調
査
」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
「
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
意

向
希
望
者
が
多
い
よ
う
だ
が
、
そ
の
現
状

を
踏
ま
え
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
長　

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
希

望
者
は
、
65
歳
以
上
の
回
答
者
全
体
の

27
・
４
％
で
あ
り
、
特
に
高
齢
者
の
方
は

運
転
免
許
証
返
納
後
に
利
用
し
た
い
と
い

う
回
答
が
多
か
っ
た
。
今
は
対
応
で
き
て

も
、
将
来
を
考
え
る
と
不
安
な
方
が
多
い

表
れ
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
移
動
支
援
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
団
体
に
協
力
で
き
る

方
や
興
味
の
あ
る
方
も
想
定
以
上
で
、
こ

の
力
を
借
り
て
地
域
住
民
が
相
互
に
支
え

合
う
仕
組
み
を
構
築
し
た
い
と
思
う
。
今

後
、
地
域
の
方
々
と
話
し
合
い
な
が
ら
ニ

ー
ズ
に
合
っ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。　

大
切
な
機
会
で
あ
る
。
今
後
は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
学
校
で
活
用
し
、
認
知
度
を

上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

◎
健
康
づ
く
り
に
お
け
る
課
題
と
共
に
ウ※

　

ェ
ア
ラ
ブ
ル
機
能
を
活
用
し
、
フ※

　

レ
イ
ル

対
策
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

市
長　

市
民
の
健
康
増
進
へ
の
意
識
は
以

前
よ
り
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
は
感
じ

て
い
る
が
、
多
く
の
方
は
行
動
変
容
に
ま

で
至
っ
て
い
な
い
。
自
ら
実
践
す
る
た
め

に
は
、
健
康
づ
く
り
の
取
組
が
「
楽
し
く
、

心
地
よ
い
も
の
」
と
し
て
、
自
然
と
取
り

組
み
た
く
な
る
環
境
づ
く
り
の
視
点
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

特
に
高
齢
者
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
浸
透
、

理
解
の
度
合
い
な
ど
の
懸
念
も
あ
る
。
今

後
他
市
の
状
況
等
も
確
認
し
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
形
が
望
ま
し
い
か
研
究
し
て
い

き
た
い
。

生涯現役社会の実現に向けて

「陣峰市民の森」の認知度は？

山 科 春 美　議員

佐 藤 卓 也　議員

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

常
任
委
員
会

人
事
案
件

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

一
般
質
問

 生涯現役で大活躍 生涯現役で大活躍

 陣峰市民の森　芝生広場 陣峰市民の森　芝生広場

※ウェアラブル……身に着ける、着用できるという意味。
※フレイル…………加齢に伴い、心と体の活力や、社会的なつながりが弱くなった状態。
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◎
ひ
と
り
親
家
庭
の
世
帯
収
入
の

減
少
に
対
す
る
市
の
支
援
状
況
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

本
市
で
も
国
事
業
の
特
別

定
額
給
付
金
等
の
事
業
を
行
っ
た

が
、
ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て

は
、
市
独
自
事
業
と
し
て
、「
新

庄
市
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
臨
時
特

別
給
付
金
支
給
事
業
」
を
実
施
し

た
。
そ
の
後
、
国
事
業
の
「
低
所

得
者
の
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
臨
時

特
別
給
付
金
支
給
事
業
」
も
実
施

し
、
家
計
が
急
変
し
た
対
象
世
帯

に
は
、
追
加
給
付
と
し
て
、
９
月

か
ら
来
年
２
月
ま
で
の
間
に
１
世

帯
５
万
円
の
給
付
を
行
う
。
市
で

は
、
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の

提
出
時
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

心
配
事
が
な
い
か
等
の
聞
き
取
り

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
相
談
し

や
す
い
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
支
援
が
必
要
な
場
合
は

関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
を
行

◎
旧
最
上
中
部
牧
場
の
有
効
利
活

用
は

平
成
14
年
末
に
解
散
し
市
に
移
管

譲
渡
さ
れ
た
建
設
物
は
老
朽
化
し
、

使
用
で
き
な
い
物
件
も
あ
る
。
課

題
を
検
証
し
、
広
大
な
土
地
の
有

効
活
用
の
政
策
を
問
う
。

市
長　

こ
の
牧
場
は
、
旧
最
上
中

部
牧
場
利
用
団
体
協
議
会
で
利
用

計
画
を
策
定
し
運
営
し
て
き
た
。

畜
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し

さ
を
増
す
中
、
平
成
30
年
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
後
継
者
不
足
や
世
代
の

継
承
が
地
域
で
最
も
課
題
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
巨
額
の
投
資

を
し
て
設
備
等
を
揃
え
る
畜
産
業

で
あ
る
こ
と
、
後
継
ぎ
が
新
た
に

営
む
際
に
、
住
民
意
識
の
変
化
も

あ
り
居
住
地
で
の
牛
舎
更
新
が
叶

い
づ
ら
い
こ
と
も
要
因
で
あ
る
。

現
在
、
敷
地
を
借
り
て
酪
農
業
を

営
み
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
る
の

で
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
対
応
を

し
な
が
ら
、
畜
産
団
地
の
整
備
と

っ
て
い
く
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
伴
う
シ
ル
バ
ー

世
帯
の
仕
事
の
減
少
に
よ
る
世
帯
収
入
へ

の
対
策
を
し
て
ほ
し
い
と
の
市
民
の
声
が

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
さ
れ
る
の
か
。

市
長　

高
齢
者
世
帯
の
多
く
が
収
入
は
年

金
の
み
で
あ
り
、
貯
蓄
や
親
族
か
ら
の

援
助
に
よ
り
生
活
を
賄
っ
て
い
る
の
が
実

情
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
最
近
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
子
ど
も
世
帯
の
家

計
が
厳
し
く
な
り
、
今
ま
で
の
よ
う
な
援

助
は
望
め
な
い
と
相
談
に
来
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
。
生
活
苦
で
思
い
詰
め
る
前
に
相
談

い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
課
及
び
各
相
談
機

関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
生
活
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
も
が
み
」
等
の
周
知
を
図

っ
て
い
く
。
今
後
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と

と
も
に
高
齢
者
が
安
定
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、
新

た
な
就
業
機
会
の
創
造
に
対
す
る
支
援
等

も
検
討
し
て
い
く
。

推
進
を
計
画
し
た
い
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
つ
い
て

短
い
夏
休
み
も
終
わ
り
、
二
学
期
が
始
ま

っ
た
。
児
童
生
徒
の
自
主
欠
席
が
あ
っ
た

の
か
。
こ
れ
ら
関
連
の
い
じ
め
は
な
い
か
。

又
、
今
後
の
児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
は
。

教
育
長　

学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
健
康

状
況
の
把
握
や
教
職
員
に
よ
る
消
毒
を

毎
日
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
対

策
を
取
り
な
が
ら
交
流
活
動
を
仕
組
ん
だ

り
、
学
習
課
題
を
工
夫
し
て
自
ら
調
べ
学

習
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

有
効
な
活
用
等
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

児
童
生
徒
の
安
全
安
心
の
た
め
に
心
の
ケ

ア
や
負
担
を
軽
減
す
る
な
ど
配
慮
し
て
い

く
。
学
校
再
開
後
に
は
偏
見
や
差
別
の
指

導
を
し
て
お
り
、
い
じ
め
等
の
報
告
は
な

い
。
自
主
的
な
欠
席
と
し
て
は
、
５
月
11

日
の
始
業
式
と
入
学
式
の
際
に
一
部
、
感

染
が
心
配
で
休
ま
せ
た
い
等
の
事
例
が
あ

っ
た
が
長
期
間
休
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一般質問

新型コロナウイルス感染症拡大の影響による家庭の収入減少について

活かそう、使おう、市の財産を

庄 司 里 香　議員

小 嶋 冨 弥　議員

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

請
願
の
結
果

人
事
案
件

新
型
コ
ロ
ナ
関
係

総
合
計
画
基
本
構
想

一
般
質
問

常
任
委
員
会

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

人
事
案
件

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

一
般
質
問

常
任
委
員
会

 旧最上中部牧場 旧最上中部牧場
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一般質問

◎
住
民
が
自
主
的
に
取
り
組
む
地

区
防
災
計
画
の
策
定
に
関
す
る
本

市
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

地
区
防
災
計
画
制
度
は
、

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
共
助

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
く
防
災
活
動
と

連
携
し
、
共
助
の
強
化
を
図
り
、

地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
制
度
で

あ
る
。
地
域
に
最
適
な
計
画
を
自

主
防
災
組
織
や
自
治
会
等
が
主
体

と
な
っ
て
策
定
す
る
こ
と
は
、
地

域
の
共
助
で
あ
る
自
主
防
災
を

改
め
て
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
の
で
、
地
区

防
災
計
画
制
度
は
推
進

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、

市
の
自
主
防
災
組
織
育

成
事
業
に
加
え
て
県
自

主
防
災
組
織
強
化
推
進

事
業
を
活
用
し
、
各
自

主
防
災
組
織
や
自
治
会

◎
食
育
お
よ
び
地
産
地
消
の
市
の

基
本
理
念
に
つ
い
て
確
認
し
、
食

育
・
地
産
地
消
推
進
の
取
組
み
に

よ
っ
て
、
本
市
と
市
民
の
生
活
、

意
識
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
将
来

像
を
持
っ
て
い
る
か
伺
い
、
又
推

進
計
画
に
は
「
安
全
安
心
な
農
作

物
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
が
、
そ

の
定
義
を
明
確
に
検
証
で
き
る
具

体
的
な
基
準
は
あ
る
の
か
。
又
学

校
に
お
け
る
食
育
推
進
の
成
果
を

確
認
す
る
。

市
長　

新
庄
市
食
育
・
地
産
地
消

推
進
計
画
で
は
、「
し
っ
か
り
食

べ
て
健
康
づ
く
り　

地
域
の
恵
み

で
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
健
康
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
幼
少
期
か
ら
食
に
関
心
を

持
ち
、
食
の
楽
し
さ
を
知
り
、
毎

日
食
べ
ら
れ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の

心
を
育
む
。
望
ま
し
い
食
生
活
を

身
に
付
け
、
日
々
の
食
事
が
健

康
に
過
ご
す
た
め
の
基
礎
と
な
る
。

に
周
知
す
る
と
と
も
に
指
導
や
支
援
に
努

め
、
普
及
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

◎
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
自
分
の
防
災

行
動
計
画
）
の
作
成
が
必
要
と
考
え
る
が

本
市
の
対
応
を
伺
う
。

市
長　

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
市
民
一

人
一
人
の
行
動
計
画
で
あ
り
、
地
震
や
大

雨
の
水
害
等
が
発
生
し
た
場
合
の
自
ら
の

防
災
行
動
を
時
系
列
的
に
整
理
し
て
ま
と

め
、
避
難
行
動
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
避

難
判
断
材
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
逃

げ
遅
れ
な
い
と
い
う
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

本
市
で
も
平
成
30
年
８
月
豪
雨
と
今
回
の

７
月
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
る

の
で
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と
い
う

意
識
を
強
く
持
ち
、
非
常
時
の
防
災
行
動

の
点
検
に
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
大

変
有
効
だ
と
感
じ
て
い
る
。
地
域
防
災
力

向
上
の
た
め
に
も
、
市
の
自
主
防
災
組
織

連
絡
協
議
会
や
市
の
防
災
士
会
の
協
力
も

得
な
が
ら
、
出
前
講
座
を
拡
充
す
る
な
ど
、

周
知
や
作
成
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

四
季
折
々
の
地
域
固
有
の
農
産
物
を
知
り
、

郷
土
料
理
が
継
承
さ
れ
て
い
く
。
様
々
な

機
会
を
捉
え
て
こ
の
理
念
の
市
民
生
活
へ

の
浸
透
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
安
全

安
心
は
、
第
３
者
機
関
の
認
証
に
よ
り
示

さ
れ
る
。
様
々
な
基
準
の
段
階
が
あ
る
が
、

消
費
者
の
意
識
の
高
ま
り
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
生
産
者
へ
の
情
報
提
供
に
努
め
て

い
く
。

教
育
長　

学
校
で
は
、
児
童
生
徒
に
「
食

に
関
す
る
知
識
」「
食
を
選
択
す
る
力
」

「
望
ま
し
い
食
習
慣
」
を
家
庭
や
地
域
と

連
携
し
な
が
ら
身
に
付
け
さ
せ
、
健
全
な

食
生
活
を
実
践
で
き
る
よ
う
育
む
こ
と
を

目
的
に
食
育
を
進
め
て
い
る
。
食
事
の
重

要
性
等
の
指
導
の
ほ
か
、
地
元
の
食
材
を

使
い
地
域
の
伝
統
食
を
献
立
に
取
り
入

れ
、
食
材
等
へ
の
理
解
や
生
産
者
達
へ
の

感
謝
の
心
を
育
ん
で
い
る
。
食
育
の
成
果

は
、
単
に
数
値
の
み
で
判
断
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
う
が
、
食
育
の
生
き
た
教
材

と
な
る
学
校
給
食
の
充
実
を
図
り
、
よ
り

一
層
の
地
産

地
消
を
進
め
、

知
・
徳
・
体

の
調
和
あ
る

人
格
の
形
成

を
目
指
す
教

育
の
基
盤
と

し
て
の
食
育

の
推
進
に
努

め
て
い
く
。

一人一人が防災意識の向上を

食育・地産地消の取り組みについて

髙 橋 富美子　議員

叶 内 恵 子　議員

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

常
任
委
員
会

人
事
案
件

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

一
般
質
問

 農林水産省　令和元年度食育白書より
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一般質問

◎
持
続
化
給
付
金
の
市
の
上
乗
せ

助
成
件
数
は
８
月
28
日
現
在
９
０

８
件
。
稲
作
・
果
樹
・
畜
産
農
家

で
、
税
申
告
し
た
方
は
、
ほ
ぼ
該

当
す
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
だ
、

未
申
請
の
該
当
者
が
い
る
の
で
は

な
い
か
。

市
長　

新
庄
市
事
業
者
持
続
化
給

付
金
支
給
事
業
は
、
国
の
持
続
化

給
付
金
が
支
給
さ
れ
た
市
内
の
事

業
者
に
、
そ
の

給
付
額
の
１
割

相
当
額
を
市
が

上
乗
せ
す
る
制

度
で
あ
る
。
申

請
者
の
業
種
に

は
何
ら
制
限
は

な
い
の
で
、
農

家
で
も
国
の
給

付
条
件
に
該
当

す
れ
ば
市
の
上

乗
せ
給
付
の
対

象
と
な
る
。
未

申
請
者
に
つ
い

◎
２
年
度
当
初
で
２
７
４
人
ま
で

減
っ
た
職
員
数
は
適
切
か
。
ま
た
、

全
職
員
の
う
ち
技
術
系
職
員
は
21

人
、
全
体
の
７
・
６
％
し
か
い
な

い
。
少
な
す
ぎ
る
と
思
う
が
採
用

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

市
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。
人
口
減
少

社
会
の
中
で
行
政
に
求
め
ら
れ
る

課
題
は
多
様
化
、
高
度
化
し
て
お

り
、
職
員
の
心
身
の
健
康
維
持
の

観
点
か
ら
も
こ
れ
以
上
の
人
員
削

減
は
難
し
い
。
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

低
下
さ
せ
ず
に
今
後
も
持
続
可
能

な
行
政
運
営
を
行
う
に
は
、
正
職

員
だ
け
で
な
く
会
計
年
度
任
用
職

員
等
を
含
め
た
雇
用
体
制
を
検
討

し
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
昨
今
の
経
済
状
況
、

災
害
復
興
等
の
影
響
で
技
術
系
の

人
材
は
全
国
的
に
需
要
が
高
く
、

多
く
の
自
治
体
が
人
材
の
確
保
に

苦
慮
し
て
い
る
。
今
後
想
定
さ
れ

て
市
で
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
国
の
持

続
化
給
付
金
の
申
請
期
限
が
来
年
１
月
15

日
、
市
の
上
乗
せ
給
付
金
の
申
請
期
限
が

来
年
３
月
26
日
ま
で
な
の
で
、
そ
れ
ま
で

に
改
め
て
広
報
等
で
周
知
し
た
い
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
減
免
申
請
数
が
、

国
保
税
21
件
、
介
護
保
険
料
６
件
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
１
件
、
固
定
資
産
税

額
の
一
部
給
付
が
74
件
と
の
こ
と
。
持
続

化
給
付
金
の
数
か
ら
見
て
少
な
す
ぎ
る
の

で
は
。

市
長　

国
民
健
康
保
険
税
等
の
減
免
は
、

令
和
元
年
と
比
べ
て
令
和
２
年
の
事
業
収

入
等
の
い
ず
れ
か
が
３
割
以
上
減
少
す
る

場
合
に
該
当
す
る
制
度
で
あ
る
。
ま
た
、

固
定
資
産
税
額
の
一
部
給
付
は
、
任
意
の

連
続
す
る
３
か
月
間
の
売
上
高
平
均
が
前

年
同
期
と
比
べ
て
30
％
以
上
減
少
し
て
い

る
事
業
者
が
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
制
度

に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
市

報
で
も
周
知
を
図
っ

た
。
国
民
健
康
保
険
税

等
の
減
免
制
度
に
つ
い

て
は
、
年
度
当
初
の
納

付
書
を
送
付
時
に
周
知

を
図
り
、
税
務
課
で
の

納
税
相
談
の
中
で
該
当

者
に
申
請
を
勧
め
て
い

る
。
今
後
さ
ら
に
周
知

を
進
め
る
た
め
、
再
度

市
報
等
で
お
知
ら
せ
し

て
い
く
。

る
業
務
量
を
精
査
し
、
引
き
続
き
適
正
な

人
材
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

◎
田
園
都
市
新
庄
は
集
落
の
集
合
体
で
あ

る
。
洪
水
被
害
の
畑
（
は
た
）
集
落
を
例

に
１
０
０
年
後
も
残
る
集
落
再
生
の
課
題

を
問
う
。

市
長　

畑
集
落
は
一
昨
年
と
今
年
の
豪
雨

の
際
に
も
家
屋
へ
の
浸
水
被
害
が
発
生

し
て
お
り
、
治
水
対
策
と
し
て
国
交
省
が

堤
防
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
輪
中

堤
の
計
画
も
あ
っ
た
が
結
果
と
し
て
高
台

に
移
転
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
市

と
し
て
高
台
ま
で
の
市
道
と
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
移
転
対

象
者
の
中
に
は
ご
家
庭
の
諸
事
情
な
ど
で

畑
集
落
を
離
れ
る
方
も
お
り
世
帯
数
は
少

な
く
な
る
が
、
こ
の
集
落
を
支
え
て
い
る

方
々
は
新
庄
市
の
大
切
な
住
民
で
あ
り
、

市
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
協
力

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

持続化給付金と税減免のお知らせを

市民サービスの担い手は職員　適切な採用計画を

佐 藤 悦 子　議員

八 鍬 長 一　議員

審
議
さ
れ
た
議
案

議
員
の
賛
否

人
事
案
件

決
算
特
別
委
員
会
の
審
査

一
般
質
問

常
任
委
員
会

 最上川による洪水被害の畑集落 最上川による洪水被害の畑集落



12月定例会
の予定

12月定例会
の予定

開会は１０時です　◇請願は随時受け付けております。

新型コロナウィルス感
染拡大の影響が収束す
るまでの間、議会の傍
聴の案内については、
議会事務局にお問合せ
ください。また、ホー
ムページでも随時更新
しておりますので、ご
確認ください。

議会傍聴について

１１月２４日（火）請願締切
１２月　４日（金）開　　会 
　　　　７日（月）一般質問
　　　　８日（火）一般質問
　　　　９日（水）常任委員会
　　　１０日（木）常任委員会
　　　１５日（火）最 終 日

市議会インターネット中継市議会インターネット中継

ウェブサイトで検索

新庄市議会　中継

しんじょう市議会

市議会インターネット中継市議会インターネット中継
ウェブサイトで検索

新庄市議会　中継
しんじょう市議会
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ああ
とと
がが
きき

委
員
長　

叶
内　

恵
子

副
委
員
長　

山
科　

春
美

委　
　

員　

押
切　

明
弘

　
　
　
　
　

庄
司　

里
香

　
　
　
　
　

佐
藤　

文
一

　
　
　
　
　

佐
藤　

卓
也

議
会
報
編
集
委
員
の
紹
介

　

今
般
の
少
子
化
の
流
れ
は
食
い
止
め
ら
れ

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

最
上
地
区
の
中
学
校
卒
業
者
数
の
推
移
を

見
る
と
令
和
２
年
か
ら
令
和
15
年
の
13
年
間

で
約
２
８
０
人
減
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
県
教
育
委
員
会
は
最

上
地
区
の
県
立
高
校
再
編
整
備
計
画
（
骨
子

案
）
の
地
域
説
明
会
を
開
催
し
た
。
新
庄
北
、

新
庄
南
を
２
０
２
７
年
度
に
統
合
す
る
と
い

う
内
容
だ
っ
た
。

　

一
方
、
県
が
令
和
５
年
４
月
に
開
学
を
目

指
し
新
庄
に
設
置
す
る
東
北
で
初
と
な
る
農

林
業
の
担
い
手
を
育
て
る
専
門
職
大
学
の
名

称
は
「
東
北
農
林
専
門
職
大
学
」
に
決
ま
っ

た
。
山
形
県
だ
け
で
な
く
東
北
、
日
本
の
農

業
の
将
来
を
担
う
若
者
が
こ
こ
新
庄
に
集
ま

り
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
学
生
を
応
援
す

る
た
め
に
も
、
学
生
用
の
住
居
や
通
学
し
や

す
い
環
境
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学

生
だ
け
で
な
く
、
若
者
や
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集
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、

空
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や
空
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家
も
活
用
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い

に
満
ち
た
住
み
や
す
い
新
庄
に
す
る
た
め
今

後
の
街
づ
く
り
に
つ
い
て
真
摯
に
考
え
て
い

き
た
い
。　
　
　
　
　
　
（
記
・
押
切
明
弘
）

　「オール北辰で楽しい学校」これは、ぼくが１年生の時の北辰小のスローガンです。入学したばかり
で意味がよく分かりませんでしたが、なんだかとてもキラキラした言葉に思えたのをよく覚えています。
　６年間の学校生活をふり返り立ち止まってみると、今はその言葉の意味がよく分かります。運動会、
マラソン記録会、相撲大会、文化祭…。どんな行事の時も、学校の仲間、先生方、家族、地域の方々が、
いつもぼくたちを温かく見守り、支え、応援してくれました。特に、３年前の80周年記念と、今年の閉
校記念行事として行った、「北辰学区お宝探しウォークラリー」は、みんなで作り上げてきた大切な行

事の一つです。これは、山大生のチーム道草のみなさんが考えてくださった北辰学区の自然、石碑、古くから伝わる伝統
行事などの「宝」についての問題をみんなで解き、実際にその宝にふれ、北辰の新たな魅力を発見するというものです。
長い道のりを山大生のみなさんやチームの仲間、お父さんやお母さんたちとともに歩き、ともに
学び、ともに汗を流し、ともにはげまし合い、まさに「オール北辰」で楽しむことができた宝物

のような時間でした。
　「北辰小学校」がなくなり、「明倫学園」となるこ
とは、正直に言うと少しさびしいです。でも、北辰
小での思い出や、お世話になったみなさんへの感謝
の気持ちを、ぼくは絶対にわすれません。そして春
からは、北辰、沼田、明倫３校の「宝」を大切にし、「オ
ール北辰」から「オール明倫」へ！　みんなですて
きな学園に作り上げていけたらと思っています。

特集 「閉校に思いをよせて」「閉校に思いをよせて」
「オール北辰」から「オール明倫」へ

北辰小学校６年

志賀浪　樹 さん
しがなみ　　いつき

※
表
紙
等
の
説
明

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
各
学
校
に
足

踏
み
式
消
毒
器
と
図
書
館
に
図
書
消
毒
器

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
は
６
月

議
会
で
可

決
さ
れ
た

議
員
報
酬

削
減
の
後

に
組
ま
れ

た
補
正
予

算
が
活
用

さ
れ
て
い

ま
す
。




